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Introductory Research on Jingmai’s Fodijinglunshu preserved in the Ishiyama Temple

Hasegawa Takeshi

Murakami Akiya

Onoshima Sachio

Yoshida Jijun

Jingmai (Dates Unknown), who participated in the translation committees of Xuanzang
(602-664), is said to have written many works, yet currently almost all have been lost. The

Fodijinglunshu is one of those works, but in 1924 Tokujyo Ooya reported that fascicles

one, two and six of an early Heian manuscript remain in Ishiyama Temple.

In 2019, research associates Takeshi Hasegawa, Akiya Murakami, Sachio

Onoshima, and Jijun Yoshida of Ryukoku University’s Research Center for World

Buddhist Cultures undertook research to publish the remaining fascicles of Jingmai’s

Fodijinglunshu and presented the following results.

袁 Research on Jingmai’s Fodijinglunshu (Commentary on the Fodijinglun) of

Ishiyama-dera: A Reprint of Fascicle One, The Studies In Buddhism, vol. 76,

2020

袁 Research on Jingmai’s Fodijinglunshu (Commentary on the Fodijinglun) of

Ishiyama-dera: A Reprint of Fascicles Two and Six, Bulletin of Research Center

for World Buddhist Cultures, vol. 60, 2022

Based on this research, this paper will examine the following four points of what can

been clarified as unique doctrinal characteristics seen in Jingmai’s Fodijinglunshu.

1. The Buddhist texts cited in the Fodijinglunshu.

2. Jingmai’s scholastic lineage and the Fodijinglunshu among Xuanzang’s

disciples.

3. The Buddhist Logic applied in the Fodijinglunshu.

4. Considerations of the phrase “The TripitakaMaster said” seen in the Fodijinglun-

shu.
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『大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
に
お
い
て
九
人
の
綴
文
大
徳
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
、

他
に
も
『
瑜
伽
師
地
論
』
の
証
文
や
『
成
唯
識
論
』
の
質
文
を
玄
奘
（
六
〇
二
袞
六
六
四
）

指
揮
下
で
担
当
し
た
靖
邁
に
は
、
数
多
く
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、

現
在
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

『仏
地
経
論
疏
』
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
巻
一
・
二
・
六
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
四

年
に
大
屋
徳
城
氏
が
『
石
山
写
経
選
』（
便
利
堂
）
に
お
い
て
、
法
宝
『
一
乗
仏
性
究
竟

論
』
と
共
に
「
学
界
に
報
告
す
可
き
二
種
の
逸
書
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
石

山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
も
一
九
七
八
年
の
『
石
山
寺
の
研
究
一
切
経
篇
』（
法
蔵
館
）

と
一
九
八
五
年
の
『
石
山
寺
古
経
聚
英
』（
法
蔵
館
）
に
お
い
て
、「
石
山
寺
一
切
経
」

（「
附
第
六
函
」
第
一
六
〇
号
〈
巻
一
〉・
第
一
六
一
号
〈
巻
二
〉・
第
一
六
二
号
〈
巻
六
〉）
に
平

安
時
代
初
期
の
写
本
が
現
存
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
日
本
古
写
経
研
究
所
令
和
四
年
度
第
一
回
公
開
研
究
会
（
令
和
四
年
五

月
十
四
日
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
春
日
講
堂
）
に
お
け
る
発
表
「
石
山
寺
蔵
靖
邁
撰
『
仏

地
経
論
疏
』
に
つ
い
て
袞
巻
一
・
二
・
六
の
翻
刻
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
袞
」
を
も

と
に
、
龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
大
蔵
経
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国

仏
教
教
学
の
研
究
」
の
構
成
員
（
長
谷
川
・
小
野
嶋
・
村
上
・
吉
田
）
が
、
二
〇
一
九
年
か

ら
取
り
組
ん
だ
成
果
を
報
告
す
る
。

な
お
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
の
翻
刻
に
至
っ
た
経
緯
や
翻
刻
文
は
以
下
に

お
い
て
公
表
さ
れ
、
現
在
出
版
の
準
備
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
論
文
で
『
仏
地
経
論

疏
』
を
引
用
す
る
際
は
、
以
下
の
論
文
に
お
い
て
各
巻
ご
と
に
付
し
た
﹇
行
番
号
﹈
を
用

い
、
引
用
に
際
し
て
は
論
文
に
付
し
た
﹇
後
註
﹈
の
推
定
文
字
な
ど
の
情
報
を
踏
ま
え
て

適
宜
修
正
し
て
い
る
。

・
石
山
寺
蔵
靖
邁
撰
『
仏
地
経
論
疏
』
の
研
究
袞
巻
一
の
翻
刻
袞

(『
仏
教
学
研
究
』
七
六
、
二
〇
二
〇
年
。
以
下
、
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈)

・
石
山
寺
蔵
靖
邁
撰
『
仏
地
経
論
疏
』
の
研
究
袞
巻
二
・
巻
六
の
翻
刻
袞

(『
世
界
仏
教
文
化
研
究
論
叢
』
六
〇
、
二
〇
二
二
年
。
以
下
、
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈)

一
『
仏
地
経
論
疏
』
の
引
用
仏
典

1

は
じ
め
に

近
時
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
の
全
文
が
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
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が
、
本
疏
に
関
す
る
研
究
を
今
一
歩
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
際
に
は
、
引
用
仏
典
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
成
立
年
時
や
思
想
的
特
徴
な
ど
の
解
明
に
挑
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
に
引
用
さ
れ
る
仏
典
を
す
べ
て
紹
介
し
、

そ
の
な
か
で
も
巻
一
の
「
無
垢
称
経
」
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
本
疏
の
成
立

年
時
を
考
え
る
上
で
の
一
助
と
し
た
い
。

2
『
仏
地
経
論
疏
』
に
引
用
さ
れ
る
仏
典

【凡
例
】

・
｢巻
数
」「
行
番
号
」

｢巻
数
」「
行
番
号
」
は
、
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈﹇
二
〇
二
二
﹈
の
翻
刻
文

に
し
た
が
う
。

｢行
番
号
」
は
、
仏
典
の
名
称
が
出
て
い
る
部
分
に
限
る
。
し
た
が
っ
て
、
引
用

さ
れ
る
仏
典
の
本
文
は
「
行
番
号
」
の
範
囲
に
含
め
な
い
。

・
｢仏
典
名
」

『仏
地
経
論
疏
』
の
本
文
か
ら
抽
出
す
る
。
抽
出
の
際
は
、
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇

二
〇
﹈﹇
二
〇
二
二
﹈
に
示
さ
れ
る
﹇
後
註
﹈
の
推
定
文
字
な
ど
の
情
報
を
踏
ま

え
た
。

仏
典
名
を
明
示
し
な
い
も
の
の
、
仏
典
か
ら
の
引
用
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
空
欄

に
し
た
上
で
「
出
拠
」
に
情
報
を
記
し
た
。

仏
典
名
で
は
な
く
、
品
名
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
示
し
た
。

・
｢出
拠
」

引
用
文
が
判
明
す
る
場
合
に
限
る
。
例
え
ば
、「『
摂
大
乗
論
』
の
初
め
に
も
亦
た

三
乗
の
僧
に
帰
す
る
こ
と
あ
り
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
054）
な
ど
、
引

用
文
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
空
欄
に
し
て
い
る
。

引
用
が
『
仏
地
経
論
』
の
本
文
か
ら
の
場
合
は
空
欄
に
し
た
。

出
拠
が
特
定
で
き
な
い
場
合
は
「
不
明
」
と
書
き
記
し
て
、
脚
注
に
当
該
箇
所
の

本
文
を
示
し
た
。
補
足
が
必
要
な
場
合
も
脚
注
に
て
情
報
を
記
し
た
。

『大
般
涅
槃
経
』
に
つ
い
て
は
北
本
に
し
た
が
っ
た
。『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
は
六

十
華
厳
を
指
す
。
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巻
数

行
番
号

仏
典
名

出
拠

一

033

雑
心
論

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』（
大
正
二
八
・
八
七
〇
中
）

一

035

真
諦
訳
摂
論

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』（
大
正
三
一
・
一
五
三
下
）

一
039

宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
二
三
中
）

一
041

大
乗
論

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』（
大
正
三
一
・
三
八
〇
中
）

一

042

摂
大
乗

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』（
大
正
三
一
・
三
八
〇
中
）

一

044

宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
四
六
中
）

一

046
勝
鬘
経

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』（
大
正
一
二
・
二
二
一
上
）

一

046
宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
二
三
下
）

一

046

金
剛
槃
若
論

『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』（
大
正
二
五
・
七
九
四
上
）

一

051

宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
二
五
中
）

一

053

勝
鬘
経

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』（
大
正
一
二
・
二
二
一
上
）

一

054

摂
大
乗
論

一

055

法
華

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
二
〇
中
）

一

057

宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
二
四
下
）

一

061

成
実
論

『
成
実
論
』（
大
正
三
二
・
二
四
七
中
）

一

062

雑
心
論

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』（
大
正
二
八
・
八
七
〇
中
）

一

063

智
度
論

『
大
智
度
論
』（
大
正
二
五
・
五
七
下
）

一

072

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
八
〇
中
）

一

074

真
諦
訳
摂
論

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』（
大
正
三
一
・
一
五
三
下
）

一

126

稲
稈
喩
経

一

126

枯
樹
経

一

127

涅
槃
経

一

127

法
華
経

一

129

縁
起
経
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巻
数

行
番
号

仏
典
名

出
拠

一

129

集
宝
論

一

130

仏
地
経

一
192

智
度
論

『
大
智
度
論
』（
大
正
二
五
・
六
三
上
）

一
220

智
度
論

『
大
智
度
論
』（
大
正
二
五
・
六
九
中
）

一

222

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
四
二
八
上
）

一

223

報
恩
経

『
大
方
便
仏
報
恩
経
』（
大
正
三
・
一
五
〇
下
）

一

227
智
度
論

『
大
智
度
論
』（
大
正
二
五
・
二
三
〇
上
）

一

229
涅
槃

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
四
五
一
中
）

一

285

涅
槃
経

一

285-286

智
度
論

一

301

浄
土
論

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
大
正
二
六
・
二
三
一
上
）

一

318

無
垢
称
経

後
述

一

359

無
垢
称
経

後
述

一

444

瑜
伽

一

451

瑜
伽
論

一

453

瑜
伽

一

468

瑜
伽

一

469

瑜
伽
論

一

480

瑜
伽

一

508

瑜
伽

一

554

楞
伽
経

『
入
楞
伽
経
』（
大
正
一
六
・
五
五
九
下
）

一

562

真
諦
訳
摂
大
乗

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』（
大
正
三
一
・
一
七
五
上
）

一

565

摂
大
乗
論

『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
一
五
下
）

一

580

摂
大
乗
論

『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
一
五
下
）
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一

592

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
二
九
〇
上
）

一

665

摂
大
乗
論

『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
一
五
下
）

一

673

瑜
伽
等
論

一
681

瑜
伽

一
681

顕
揚

一

825

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

一

826

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

一

826
瑜
伽

二

247

維
摩
経

『
維
摩
詰
所
説
経
』（
大
正
一
四
・
五
四
九
中
）

二

250

『
維
摩
詰
所
説
経
』（
大
正
一
四
・
五
四
九
中
）

二

250
『
維
摩
詰
所
説
経
』（
大
正
一
四
・
五
四
九
中
）

二

253

法
華
経

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
七
下
）

二

254

楞
伽
経

『
深
密
解
脱
経
』
の
誤
り
（
大
正
一
六
・
六
七
一
下
）

二

256

善
戒
経

『
菩
薩
地
持
経
』
の
誤
り
（
大
正
三
〇
・
八
八
八
上
）

二

258

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
一
八
下
）

二

268

俱
舎
論

『
阿
毘
達
磨
俱
舎
釈
論
』（
大
正
二
九
・
二
七
三
上
）

二

270

俱
舎
論

『
阿
毘
達
磨
俱
舎
釈
論
』（
大
正
二
九
・
二
七
三
上
）

二

272

善
戒
経
種
性
品

『
菩
薩
地
持
経
』
の
誤
り
（
大
正
三
〇
・
八
八
八
上
）

二

273

成
熟
品

『
菩
薩
地
持
経
』
の
誤
り
（
大
正
三
〇
・
九
〇
〇
上
）

二

274

荘
厳
論

『
大
乗
荘
厳
経
論
』（
大
正
三
一
・
五
九
五
上
）

二

277

楞
伽
経

『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』（
大
正
一
六
・
四
八
七
上
〜
下
）

二

287

瑜
伽
論

二

287

声
聞
地

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
三
九
五
下
）

二

289

独
覚
地

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
七
七
下
）
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巻
数

行
番
号

仏
典
名

出
拠

二

295

菩
薩
地

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
七
八
下
）

二

298

決
択
分

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
七
四
九
下
）

二
301

菩
薩
地

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
七
八
下
）

二
303

意
地

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
二
八
四
上
〜
中
）

二

307

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
一
八
上
）

二

311-312

涅
槃
経

二

312
法
華
経

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
五
〇
下
）

二

315
宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
二
八
中
）

二

317

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
・
五
一
八
中
、
五
一
九
上
）

二

320-321

仏
性
論

『
仏
性
論
』（
大
正
三
一
・
七
八
七
中
）

二

322

法
華
経

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
五
〇
下
）

二

326
『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
五
〇
下
）

二

327

宝
性
論

『
究
竟
一
乗
宝
性
論
』（
大
正
三
一
・
八
一
六
上
〜
中
、
八
四
〇
下
）

二

330

仏
姓
論

『
仏
性
論
』（
大
正
三
一
・
七
八
七
上
）

二

334

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
八
〇
中
）

二

336

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
八
〇
中
）

二

337

法
華
経

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
一
二
下
）

二

339

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
一
四
下
）

二

343

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
二
四
下
）

二

345

仏
地
経

『
仏
地
経
』（
大
正
一
六
・
七
二
一
上
）

二

346

仏
地
論

『
仏
地
経
論
』（
大
正
二
六
・
三
〇
五
中
）

二

348

涅
槃
経

二

371

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
三
六
六
上
）

二

392

浄
土
論

『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』（
大
正
二
六
・
二
三
一
上
）
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二

430

法
華
等

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
一
〇
下
）

二

434

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
〇
二
上
）

二

436

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
〇
二
上
〜
中
）

二
437

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
〇
二
中
）

二
447

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
〇
二
下
）

二

449

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
四
〇
二
下
）

二

506

瑜
伽
論

二

516
瑜
伽
論

二

554
瑜
伽
論

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
七
四
九
上
）

二

604

瑜
伽
論

不
明

二

608

勝
鬘
経

『
勝
鬘
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
広
経
』（
大
正
一
二
・
二
二
〇
上
）

二

675

法
華

『
妙
法
蓮
華
経
』（
大
正
九
・
三
三
下
）

二

702

摂
大
乗
論

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』（
大
正
三
一
・
四
一
九
上
）

二

754

瑜
伽
論

二

754

解
深
密
経

二

777

華
厳
経

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
中
）

二

778

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

二

779

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
中
）

二

780

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

二

782

華
厳
経

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
中
）

二

783

瑜
伽
論

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

二

784

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
中
〜
下
）

二

786

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

二

787

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
下
）

二

789

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

（
1
）
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巻
数

行
番
号

仏
典
名

出
拠

二

789-790

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
下
）

二

791

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
）

二
792

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
下
）

二
794

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
中
〜
下
）

二

794

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
下
）

二

797

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

二

798
華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
五
下
〜
五
四
六
上
）

二

800
瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

二

801

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
五
四
六
上
）

二

803

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

六

067

旧
釈
摂
論

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』（
大
正
三
一
・
二
〇
八
下
）

六

166

瑜
伽

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
四
三
下
）

六

184

摂
大
乗

六

184

摂
大
乗

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』（
大
正
三
一
・
四
二
三
中
〜
下
）

六

196-199

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』（
大
正
三
一
・
三
五
八
上
）

六

207

雑
心

『
雑
阿
毘
曇
心
論
』（
大
正
二
八
・
九
〇
〇
中
）

六

222

十
二
因
縁
論

『
縁
起
論
（
縁
起
経
釈
）』

六

238

瑜
伽

六

239

瑜
伽
論

『
瑜
伽
師
地
論
』（
大
正
三
〇
・
五
八
〇
上
〜
中
）

六

250

摂
大
乗
論

『
摂
大
乗
論
』（
大
正
三
一
・
一
一
五
下
）

六

255

摂
大
乗
論

六

304

十
二
縁
論

『
縁
起
論
（
縁
起
経
釈
）』

六

304-305

世
親
菩
薩
論

『
縁
起
論
（
縁
起
経
釈
）』 （

2
）

（
3
）

（
4
）
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六

340

瑜
伽

六

351

摂
大
乗
論

玄
奘
訳
『
摂
大
乗
論
本
』（
大
正
三
一
・
一
四
九
中
）

六

398

対
法
論

『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』（
大
正
三
一
・
七
三
四
下
〜
七
三
五
上
）

六
435-436

摂
大
乗
論

六
440

涅
槃
経

六

441

深
密

『
解
深
密
経
』（
大
正
一
六
・
七
一
〇
下
）

六

491

三
乗
同
性
経

『
大
乗
同
性
経
』（
大
正
一
六
・
六
五
一
下
）

六

492
三
乗
同
性
経

『
大
乗
同
性
経
』（
大
正
一
六
・
六
五
一
下
）

六

500
摂
大
乗
論

六

502

荘
厳
論

六

505

摂
論

六

506

摂
大
乗
論

六

512

讃
仏
論

六

513

讃
仏
論

六

513

三
荘
厳
論

六

513-514

能
断
金
剛
波
若
論

六

517

荘
厳
論

六

517-518

摂
大
乗

六

519

摂
大
乗
論

六

521

荘
厳
論

六

528

摂
大
乗
論

六

532

涅
槃
経

『
大
般
涅
槃
経
』（
大
正
一
二
・
五
九
〇
下
〜
五
九
一
上
）

六

537

荘
厳
論

六

537

荘
厳
論

六

539-540

荘
厳
論



以
上
が
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
に
引
用
さ
れ
る
仏
典
の
す
べ
て
で
あ
る
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
は
玄
奘
訳
『
仏
地
経
論
』
に
対
す
る
注
釈
で

あ
る
か
ら
、
本
疏
の
成
立
は
貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
十
月
三
日
か
ら
同
年
十
一
月
二

十
四
日
に
か
け
て
訳
出
さ
れ
た
『
仏
地
経
論
』
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る(5)。

そ
れ
で
は
、
靖
邁
が
『
仏
地
経
論
疏
』
に
お
い
て
用
い
た
玄﹅

奘﹅

訳﹅

の
仏
典
は
ど
れ
ほ
ど

の
数
に
の
ぼ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、『
仏
地
経
論
疏
』
の
な
か
に
『
仏
地
経

論
』
以
降
の
玄
奘
訳
書
が
引
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
本
疏
成
立
の
上
限
年
を
確
定
す

る
貴
重
な
情
報
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
前
掲
の
図
表
に
基
づ
い
て
、
玄
奘
が
訳
出
し
た
仏

典
を
翻
訳
開
始
年
月
日
の
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る(6
)。

・
安
慧
菩
薩
糅
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
一
六
巻

貞
観
二
十
年
（
六
四
六
）
正
月
十
七
日
〜
同
年
三
月
二
十
九
日

・
弥
勒
菩
薩
説
『
瑜
伽
師
地
論
』
一
〇
〇
巻
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巻
数

行
番
号

仏
典
名

出
拠

六

542

涅
槃
経

六

543

荘
厳
論

六
619

華
厳
経

六
657

華
厳
経

六

657

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

659

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

661
華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

666
華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

669

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

672

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

673

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

674

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

675

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

676

華
厳

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』（
大
正
九
・
六
六
三
中
）

六

679

華
厳
経



貞
観
二
十
年
五
月
十
五
日
〜
同
二
十
二
年
（
六
四
八
）
五
月
十
五
日

・
無
性
菩
薩
造
『
摂
大
乗
論
釈
』
一
〇
巻

貞
観
二
十
一
年
（
六
四
七
）
三
月
一
日
〜
同
二
十
三
年
（
六
四
八
）
六
月
十
七
日

・
『解
深
密
経
』
五
巻

貞
観
二
十
一
年
五
月
十
八
日
〜
同
年
七
月
十
三
日

・
世
親
菩
薩
造
『
摂
大
乗
論
釈
』
一
〇
巻

貞
観
二
十
二
年
十
二
月
八
日
〜
同
二
十
三
年
六
月
十
七
日

・
無
著
菩
薩
造
『
摂
大
乗
論
本
』
三
巻

貞
観
二
十
二
年
閏
十
二
月
二
十
六
日
〜
同
二
十
三
年
六
月
十
七
日

・
親
光
菩
薩
等
造
『
仏
地
経
論
』
七
巻

貞
観
二
十
三
年
（
六
四
九
）
十
月
三
日
〜
同
年
十
一
月
二
十
四
日

こ
こ
に
掲
げ
た
『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』『
瑜
伽
師
地
論
』『
摂
大
乗
論
無
性
釈
』

『
解
深
密
経
』『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』『
摂
大
乗
論
本
』
は
『
仏
地
経
論
』
以
前
に
訳
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、『
仏
地
経
論
疏
』
に
こ
れ
ら
の
仏
典
が
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
に
お
い
て
靖

邁
は
、「
無
垢
称
経
」
に
二
度
（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
318・
359）
触
れ
て
い
る
。

も
し
も
、
こ
れ
が
玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』（
六
五
〇
）
か
ら
の
引
用
で
あ
れ
ば
、
靖
邁

に
よ
る
『
仏
地
経
論
疏
』
の
執
筆
が
『
説
無
垢
称
経
』
の
訳
出
以
後
で
あ
る
こ
と
が
確
定

す
る
が
、
し
か
し
「
無
垢
称
経
＝
『
説
無
垢
称
経
』」
と
見
る
こ
と
に
は
疑
問
が
挟
ま
れ

る
。

3
『
仏
地
経
論
疏
』
に
見
ら
れ
る
「
無
垢
称
経
」

第
一
に
靖
邁
は
、『
仏
地
経
論
』
の
「
若
暫
化
作
如
是
浄
土
、
如
是
妙
身
、
加
衆
令
見
、

応
如
余
経
分
明
顕
説
」（
大
正
二
六
・
二
九
二
下
）
を
「
若
暫
化
作
、
応
如
余
無
垢
称
経
分

明
顕
説
。
是
仏
足
指
按
地
所
化
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
317-318）
と
補
っ
て
、

「
無
垢
称
経
」
か
ら
「
是
れ
仏
足
指
按
地
の
所
化
な
り
」
と
の
内
容
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
支
謙
訳
『
維
摩
詰
経
』
の
「
於
是
仏
即
以
足
指
按
地
」（
大
正
一
四
・
五
二
〇
下
）、

鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
の
「
於
是
仏
以
足
指
按
地
」（
大
正
一
四
・
五
三
八
下
）、

玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』
の
「
爾
時
、
世
尊
知
諸
大
衆
心
懐
猶
予
、
便
以
足
指
按
此
大

地
」（
大
正
一
四
・
五
六
〇
上
）
に
相
当
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
内
容
で
は
靖
邁
が
ど
の
漢

訳
を
用
い
た
の
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

第
二
に
靖
邁
は
、『
仏
地
経
論
』
の
「
七
宝
」（
大
正
二
六
・
二
九
三
上
）
の
第
三
「
吠
琉

璃
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
注
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「『
吠
琉
璃
』
と
名

づ
く
は
、
此
是
れ
は
梵
語
な
り
。
旧
に
直
ち
に
『
瑠
璃
』
と
言
う
は
略
な
り
。
此
の
宝
、

最
勝
に
し
て
茲
の
土
に
無
き
所
な
り
。
法
師
の
云
わ
く
、『
此
の
中
に
称
し
て
瑠
璃
と
為

す
は
水
精
な
り
』
と
。
故
に
『
無
垢
称
経
』
に
『
吠
瑠
璃
を
以
て
彼
の
水
精
に
同
ず
る
こ

と
無
か
れ
』
と
云
う
は
、
即
ち
其
の
事
な
り
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
357-359）

と
あ
る(7)。
問
題
は
、
こ
の
「
無
垢
称
経
」
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。『
仏
地
経
論
疏
』
の
文
字
列
は
、「
無
以
吠
瑠
璃
同
彼
水
精
」
と
な
る
が
、
こ
れ
と
比

較
可
能
な
も
の
は
、
羅
什
訳
の
「
無
以
琉
璃
同
彼
水
精
」（
大
正
一
四
・
五
四
〇
下
）
と
玄

奘
訳
「
勿
以
無
価
吠
琉
璃
宝
同
諸
危
脆
賤
水
精
珠
」（
大
正
一
四
・
五
六
二
下
）
の
二
つ
に

限
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
「
吠
」
の
字
の
有
無
を
最
大
の
論
拠
と
し
て
、
靖
邁
が

玄
奘
訳
を
引
用
し
た
と
見
る
の
は
お
そ
ら
く
事
実
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
仏
地
経

論
疏
』
の
「
無
以
吠
瑠
璃
同
彼
水
精
」
は
『
仏
地
経
論
』
に
説
か
れ
る
「
吠
琉
璃
」
を
注

釈
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
羅
什
訳
の
「
琉
璃
」
を
「
吠
琉
璃
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
問

題
は
生
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
本
文
一
致
の
状
況
か
ら
見
て
、
靖
邁
は
羅
什
訳
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『
維
摩
詰
所
説
経
』
を
引
用
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
維
摩
詰
所
説
経
』

か
ら
の
引
用
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
靖
邁
が
「
無
垢
称
経
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
も

問
題
は
な
い
。
と
い
う
の
も
、『
注
維
摩
詰
経
』
の
道
生
（
三
五
五
頃
袞
四
三
四
）
釈
に
は

「
維
摩
詰
と
は
此
に
は
無
垢
称
と
云
う
な
り
」（
大
正
三
八
・
三
二
七
下
）、
浄
影
寺
慧
遠

（
五
二
三
袞
五
九
二
）
の
『
維
摩
義
記
』
に
は
「
維
摩
詰
と
は
（
中
略
）
義
に
随
い
て
傍
翻

す
れ
ば
無
垢
称
と
名
づ
く
」（
大
正
三
八
・
四
二
一
下
）
と
あ
り
、
智
顗
（
五
三
八
袞
五
九

七
）
や
吉
蔵
（
五
四
九
袞
六
二
三
）
に
お
い
て
も
維
摩
詰
を
無
垢
称
と
呼
ぶ
先
例
が
あ
る
た

め
で
あ
る(8)。
靖
邁
（『
般
若
心
経
疏
』）
が
鳩
摩
羅
什
を
は
じ
め
、
僧
肇
（
三
七
四
／
三
八
四

袞
四
一
四
）
や
智
顗
、
そ
し
て
吉
蔵
の
思
想
に
精
通
し
て
い
た
と
す
る
林
香
奈
氏
の
指
摘

が
こ
れ
を
傍
証
す
る
で
あ
ろ
う(9)。

4

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
に
言
及
さ
れ
る
「
無
垢
称
経
」

は
、
玄
奘
訳
『
説
無
垢
称
経
』
で
は
な
く
、
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。
か
か
る
検
討
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、『
仏
地
経
論
疏
』
は
『
仏
地
経
論
』

の
訳
出
（
六
四
九
）
か
ら
そ
れ
ほ
ど
の
年
月
を
経
過
せ
ず
に
執
筆
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

け
れ
ど
も
、
本
稿
で
は
『
仏
地
経
論
疏
』
に
見
ら
れ
る
「
無
垢
称
経
」
と
い
う
記
述
に
注

目
し
考
察
を
加
え
た
だ
け
で
あ
る
。
今
後
は
『
仏
地
経
論
』
以
降
に
訳
出
さ
れ
た
玄
奘
訳

の
仏
典
が
『
仏
地
経
論
疏
』
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
実
を
、
真
諦
（
四
九
九
袞

五
六
九
）
訳
『
阿
毘
達
磨
俱
舎
釈
論
』
と
の
関
係
か
ら
追
求
す
る
予
定
で
あ
る
。
筆
者
自

身
の
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

註(1
)
『仏
地
経
論
疏
』
巻
二
「
故
瑜
伽
論
云
有
漏
善
悪
業
是
有
報
無
漏
是
無
報
」（
長
谷
川
ほ
か

﹇
二
〇
二
二
﹈
の
604-605﹇
巻
二
﹈）。

(2
)
『仏
地
経
論
疏
』
巻
六
に
は
、「
三
蔵
云
此
師
依
世
親
菩
薩
十
二
因
縁
論
云
無
明
遍
通
三
性
。

故
作
此
釈
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
221-222﹇
巻
六
﹈）
と
あ
る
が
、
同
様
の
記
事

は
、
基
（
六
三
二
袞
六
八
二
）
の
『
成
唯
識
論
述
記
』（
大
正
四
三
・
二
中
）
や
『
瑜
伽
師
地

論
略
纂
』（
大
正
四
三
・
九
二
中
）、
道
倫
（
遁
倫
。
生
没
年
不
詳
）
の
『
瑜
伽
論
記
』（
大
正

四
二
・
四
〇
九
下
）、
湛
慧
（
一
六
七
六
袞
一
七
四
七
）
の
『
成
唯
識
論
述
記
集
成
編
』（
大
正

六
七
・
五
五
二
上
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
と
く
に
、
基
『
成
唯
識
論
述
記
』
の
当
該
箇
所
に

つ
い
て
は
、
松
田
和
信
「『
成
唯
識
論
述
記
』
の
伝
え
る
世
親
『
縁
起
論
』
に
つ
い
て
」（『
印

仏
研
』
三
五
（
一
）、
一
九
八
六
年
）
が
詳
し
い
。

(3
)
『仏
地
経
論
疏
』
巻
六
に
は
、「
第
三
故
所
知
障
下
釈
通
世
親
菩
薩
十
二
縁
論
無
明
支
通
三

性
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
304﹇
巻
六
﹈）
と
あ
る
。
詳
し
く
は
脚
注
（
2
）
を
参

照
。

(4
)
『仏
地
経
論
疏
』
巻
六
に
は
、「
所
以
世
親
菩
薩
論
説
無
明
支
通
三
性
者
非
是
無
明
」（
長

谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
304-305﹇
巻
六
﹈）
と
あ
る
。
詳
し
く
は
脚
注
（
2
）
を
参
照
。

(5
)
智
昇
『
開
元
釈
教
録
』
巻
八
（
大
正
五
五
・
五
五
六
中
）。

(6
)
玄
奘
が
翻
訳
し
た
仏
典
名
を
は
じ
め
、
翻
訳
年
月
日
や
翻
訳
場
所
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て

は
、
吉
村
誠
『
中
国
唯
識
思
想
史
研
究
袞
玄
奘
と
唯
識
学
派
袞
』（
大
蔵
出
版
、
二
〇
一
三
年
、

二
三
〇
〜
二
三
一
頁
）、
吉
村
誠
・
加
藤
朝
胤
・
大
谷
徹
奘
編
『
玄
奘
三
蔵
と
薬
師
寺
』（
法
相

宗
大
本
山
薬
師
寺
、
二
〇
一
五
年
、
六
〇
〜
六
一
頁
）、
吉
村
誠
「
玄
奘
の
求
法
と
伝
法
袞
唯

識
思
想
を
中
心
に
袞
」（
佐
久
間
秀
範
・
近
本
謙
介
・
本
井
牧
子
編
『
玄
奘
三
蔵
袞
新
た
な
る

玄
奘
像
を
も
と
め
て
袞
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
一
四
二
〜
一
四
三
頁
）
を
参
照
。

(7
)
｢無
垢
称
経
」
の
引
用
を
「
法
師
云
」
に
含
め
る
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、『
仏
地

経
論
疏
』
に
お
い
て
「
即
其
事
也
」
と
記
述
す
る
場
合
は
、
す
べ
て
靖
邁
の
釈
（
長
谷
川
ほ
か

﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
223、
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
626
[巻
六
﹈）
に
帰
せ
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
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(8
)
智
顗
の
『
四
教
義
』
に
は
「
円
教
の
位
に
約
し
て
浄
無
垢
称
の
義
を
釈
せ
ば
、
維
摩
大
士

は
…
後
略
」（
大
正
四
六
・
七
六
五
中
な
ど
）、
吉
蔵
の
『
勝
鬘
宝
窟
』（
大
正
三
七
・
二
下
）

に
は
「
維
摩
を
無
垢
称
と
云
う
」
な
ど
と
あ
る
。

(9
)
林
香
奈
「
靖
邁
『
般
若
心
経
疏
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
研
究
』
五
一
、
二
〇
一

四
年
）。

(村
上
明
也
)

二

靖
邁
の
学
系
と
玄
奘
門
下
に
お
け
る
『仏
地
経
論
疏
』

1

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
の
本
文
と
並
行
関
係
が
見
ら
れ
る
文
献
を
指
摘
す

る
こ
と
で
、
靖
邁
が
ど
の
よ
う
な
学
系
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
の
か
を
推
測
す
る
と
と

も
に
、『
仏
地
経
論
疏
』
が
靖
邁
と
同
時
代
の
玄
奘
門
下
の
中
で
参
照
さ
れ
て
い
た
可
能

性
を
示
唆
す
る
一
例
を
示
し
た
い
。

2

地
論
宗
文
献
と
の
並
行
関
係

靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
に
は
、
地
論
学
派
の
浄
影
寺
慧
遠
の
著
作
を
参
照
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
な
箇
所
が
存
在
す
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
で

「
仏
」
の
語
を
譬
喩
を
用
い
て
注
釈
す
る
一
段
に
、
慧
遠
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』『
観
無
量

寿
経
義
疏
』『
大
般
涅
槃
経
義
記
』『
維
摩
義
記
』『
大
乗
義
章
』
で
用
い
ら
れ
る
譬
喩
と

の
一
致
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
の
当
該
箇
所
を
示
せ
ば
、

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

五
借
喩
弁
覚
者
、
無
知
昏
寝
、
事
等
如
睡
。
聖
恵
一
起
、
朗
然
大
悟
、
如
睡
夢
覚
。

故
称
為
覚
。
煩
悩
染
穢
、
能
覆
聖
智
、
不
令
顕
発
、
聖
恵
一
起
、
朗
照
斯
徹
、
染
穢

無
能
。
有
似
蓮
花
。
在
於
濁
水
、
所
障
不
得
開
敷
、
若
出
濁
水
、
開
敷
顕
曜
、
濁
水

無
能
。
故
言
如
蓮
花
開
。
上
来
別
解
覚
義
訖
。(長

谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
098-102)

他
方
、
慧
遠
の
『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
「
仏
」
の
語
を
注
釈
す
る
中
で
「
無
明
眠
寝
、
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事
等
如
睡
。
聖
慧
一
起
、
朗
然
大
悟
、
如
睡
得
悟
。
故
名
為
覚
」（
大
正
三
七
・
九
一
下
）

と
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
で
や
や
文
言
は
異
な
る
も
の
の
、『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
な

ど
に
も
同
様
の
譬
喩
を
用
い
て
「
仏
」
の
語
が
注
釈
さ
れ
て
い
る(1)。

さ
ら
に
、
慧
遠
の
著
作
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
に
は

「
経
」
の
語
を
解
釈
す
る
中
で
、
経
典
の
名
称
の
由
来
に
は
喩
・
事
・
人
・
法
、
法
と
喩
、

人
と
法
に
基
づ
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が(2
)、

こ
う
し
た
分
類
も
既
に
慧
遠
の
『
無
量
寿
経

義
疏
』
や
『
維
摩
経
義
記
』
巻
一
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る(3)。

と
こ
ろ
で
、『
仏
地
経
論
疏
』
と
地
論
宗
文
献
と
の
関
連
は
、
慧
遠
の
著
作
に
限
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。『
仏
地
経
論
疏
』
が
注
釈
に
用
い
る
用
語
に
は
、
菩
提
流
支
（
？
袞

五
〇
八
袞
五
三
五
袞
？
）
の
講
義
録
と
さ
れ
る
『
金
剛
仙
論
』
と
の
近
似
が
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る(4)。『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

自
下
、
第
三
略
挙
宗
趣
、
以
摂
勝
義
分
。
文
中
有
四
。
初
総
許
略
明
宗
所
摂
義
。
二

「
謂
顕
世
尊
」
下
、
正
明
略
弁
宗
所
摂
義
。
第
三
「
此
則
次
第
」
下
、
明
宗
所
摂
義

依
経
次
第
而
顕
。
第
四
「
如
是
処
」
下
、
重
更
属
当
。

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
130-133)

こ
こ
に
は
、「
属
当
」
と
い
う
見
慣
れ
な
い
用
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、『
金
剛
仙
論
』
で
は
、

巻
一
の
「『
此
句
顕
有
為
虚
妄
故
』
者
、
此
是
論
主
属
当
『
凡
所
有
相
』
等
経
之
与
論
也
」

（
大
正
二
五
・
八
一
一
下
）
な
ど
、「
属
当
」
の
語
の
用
例
が
複
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
用

例
は
、「『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
論
』
の
○
○
と
の
本
文
は
『
金
剛
般
若
経
』
の
○
○
の
経

文
に
こ
と
よ
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
に
は
地
論
宗
文
献
と
の
関
連
を
示
唆
す
る

箇
所
が
存
在
し
、
靖
邁
が
地
論
学
派
の
学
系
に
連
な
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
予
測
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

3

慧
観
『
薬
師
経
疏
』
と
の
並
行
関
係

靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
と
並
行
関
係
を
持
つ
文
献
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、

唯
識
六
家
の
一
人
に
も
数
え
ら
れ
る
慧
観
（
生
没
年
不
詳
）
が
六
八
五
年
か
ら
七
〇
〇
年

頃
の
間
に
著
し
た
と
推
定
さ
れ
る
『
薬
師
経
疏
』
が
あ
る(5)。

『仏
地
経
論
疏
』
巻
二
に
は
「
戒
善
清
浄
」
の
語
を
注
釈
し
て
、

自
下
第
五
、
解
「
戒
善
清
浄
」。
文
中
有
三
。
初
明
具
足
六
支
名
戒
善
浄
信
。
六
支

者
、
一
住
浄
尸
羅
。『
瑜
伽
』
名
為
安
住
具
戒
。「
謂
於
所
受
学
処
、
身
業
語
業
〈
無

缺
〉
無
穿
、
名
安
住
具
戒
」。
二
善
自
防
守
別
解
律
儀
。『
瑜
伽
』
云
、「
謂
能
守
護

七
衆
所
受
別
解
脱
律
儀
。
今
此
義
中
唯
依
苾
芻
律
儀
処
、
説
善
能
守
護
別
解
脱
律

儀
」。
三
軌
則
具
足
。『
瑜
伽
』
云
、「
軌
則
円
満
。
謂
於
威
儀
路
。
或
所
作
事
。
或

善
品
加
行
処
所
、
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越
世
間
、
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。

云
何
名
為
於
威
儀
路
。
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
乃
至
不
越
毘
奈
耶
。
謂
於
所
応
行
、

即
於
此
中
如
是
而
行
、
由
不
為
世
間
之
所
譏
毀
。
不
為
賢
良
善
士
。
諸
持
律
者
之
所

呵
責
。
如
行
既
然


。
於
住
坐
臥
亦
爾
。
云
何
名
為
於
所
作
事
成
就
軌
則
、
乃
至
不
越

毘
奈
耶
。
謂
於
所
作
、
若
衣
服
事
、
或
盪
鉢
事
等
、
諸
所
応
作
、
即
如
是
作





















、
不
為

世
間
譏
毀
、
乃
至
持
律
之
所
呵
責
。
云
何
名
為
於
諸
善
品
加
行
処
所
、
成
就
軌
則
。

随
順
世
間
、
乃
至
不
越
毘
奈
耶
。
謂
受
持
読
誦
修
敬
師
告
宣
白
請
問
繫
念
思
惟
、
如

是
種
々
善
品
加
行
如
所
応
作
、
即
如
是
作
不
為
世
間
譏
毀
、
乃
至
持
律
之
所
訶
責
。

応
知
、
説
名
規
則
円
満
」。

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
434-447
[巻
二
﹈)

と
述
べ
る
箇
所
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、「
三
軌
則
具
足
」
の
「
瑜
伽
云
」
に
つ
い
て

注
目
す
る
と
、
以
下
に
傍
線
を
示
し
た
通
り
、
玄
奘
訳
『
瑜
伽
師
地
論
』
巻
二
二
「
本
地
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分
中
声
聞
地
第
十
三
初
瑜
伽
処
出
離
地
第
三
之
一
」
を
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

云
何
名
為
軌
則
円
満
。
謂
、
如
有
一
或
於
威
儀
路
。
或
於
所
作
事
。
或
於
善
品
加
行

処
所
。
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越
世
間
、
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
云
何
名
為

於
威
儀
路
。
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越
世
間
。
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
謂
如

有
一
於
所
応
行
於
如
所
行
。
即
於
此
中
如
是
而
行
。
由
是
行
故
不
為
世
間
之
所
譏
毀
。

不
為
賢
良
正
至
善
士
。
諸
同
法
者
、
諸
持
律
者
、
諸
学
律
者
之
所
呵
責
。
如
於
所
行
。

於
其
所
住
所
坐
所
臥
当
知
亦
爾
。
如
是
名
為
於
威
儀
路
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越

世
間
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
云
何
名
為
於
所
作
事
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越

世
間
、
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
謂
如
有
一
於
其
所
作
。
若
衣
服
事
、
若
便
利
事
、

若
用
水
事
若
楊
枝
事
、
若
入
聚
落
行
乞
食
事
、
若
受
用
事
、
若
盪
鉢
事
、
若
安
置
事
、

若
洗
足
事
、
若
為
敷
設
臥
具
等
事
、
即
此
略
説
。
衣
事
鉢
事
、
復
有
所
余
。
如
是
等

類
諸
所
応
作
名
所
作
事
。
如
其
所
応
於
所
応
作
於
如
所
作
。
即
於
此
中
如
是
而
作
。

由
是
作
故
不
為
世
間
之
所
譏
毀
。
不
為
賢
良
正
至
善
士
。
諸
同
法
者
、
諸
持
律
者
、

諸
学
律
者
之
所
呵
責
。
如
是
名
為
於
所
作
事
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不
越
世
間
。
随

順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
云
何
名
為
於
諸
善
品
加
行
処
所
成
就
軌
則
。
随
順
世
間
不

越
世
間
、
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
謂
於
種
種
善
品
加
行
。
若
於
正
法
受
持
読
誦
。

若
於
尊
長
修
和
敬
業
参
覲
承
事
。
若
於
病
者
起
慈
悲
心
殷
重
供
侍
。
若
於
如
法
宣
白

加
行
。
住
慈
悲
心
展
転
与
欲
。
若
於
正
法
請
問
聴
受
翹
勤
無
堕
。
於
諸
有
智
同
梵
行

者
。
尽
其
身
力
而
修
敬
事
。
於
他
善
品
常
勤
讃
励
。
常
楽
為
他
宣
説
正
法
。
入
於
静

室
結
跏
趺
坐
繫
念
思
惟
。
如
是
等
類
諸
余
無
量
所
修
善
法
。
皆
説
名
為
善
品
加
行
。

彼
於
如
是
随
所
宣
説
善
品
加
行
。
如
其
所
応
於
所
応
作
於
如
所
作
。
即
於
此
中
如
是

而
作
。
由
是
作
故
不
為
世
間
之
所
譏
毀
。
不
為
賢
良
正
至
善
士
。
諸
同
法
者
、
諸
持

律
者
、
諸
学
律
者
之
所
呵
責
。
如
是
名
為
於
諸
善
品
加
行
処
所
。
成
就
軌
則
。
随
順

世
間
不
越
世
間
。
随
順
毘
奈
耶
不
越
毘
奈
耶
。
若
於
如
是
所
説
行
相
軌
則
差
別
悉
皆

具
足
。
応
知
、
説
名
軌
則
円
満
。

(大
正
三
〇
・
四
〇
二
中
)

一
方
、
慧
観
の
『
薬
師
経
疏
』
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
破
戒
を
説
く
文
脈
で
『
瑜
伽

論
』
を
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

経
。「
復
次
」
至
「
破
於
正
見
」。
二
、
治
破
戒
文
分
為
八
。
一
常
虧
清
禁
。
二
不
願

多
聞
。
三
恃
己
陵
他
。
四
縁
玆
遇
難
。
五
殃
神
長
劫
。
六
由
昔
聞
名
。
七
願
遂
応
時
。

八
勤
修
勝
業
。
此
到
初
也
。
謂
、
先
於
如
来
法
中
白
四
羯
磨
受
別
解
脱
戒
名
受
持
学

問
。「
破
戒
」
者
、
新
翻
名
尸
羅
、
旧
訳
為
清
涼
。
謂
、
身
語
業
有
欠
有
穿
名
為
破

戒
。「
破
行
」
者
、
依
『
瑜
伽
論
』
二
十
二
説
。
謂
威
儀
路
、
戒
所
作
事
、
或
善
品

加
行
処
所
、
不
成
就
軌
則
。
不
随
順
世
間
違
越
世
間
、
不
随
順
毘
奈
耶
違
越
毘
奈
耶
。

云
何
名
為
於
威
儀
路
不
成
就
軌
則
、
乃
至
違
越
毘
奈
耶
。
謂
、
所
不
応
行
即
如
是
行
。

為
諸
世
間
之
所
譏
毀
、
亦
為
貞
良
善
士
。
謂
、
持
律
者
之
所
訶
責
。
如
行
既
然


。
於

行
住
坐
臥
亦
爾
。
云
何
名
為
於
所
作
事
不
成
就
軌
則
、
乃
至
違
越
毘
奈
耶
。
謂
於
所

作
、
若
衣
服
事
、
或
盪
鉢
事
等











、
諸
所
不
応
作
、
即
如
是
作
、
為
諸
世
間
之
所
譏
毀
。

亦
為
貞
良
善
士
。
謂
持
律
者
之
所
訶
責
。
云
何
名
為
於
諸
善
品
加
行
処
所
不
成
就
軌

則
。
乃
至
違
越
毘
奈
耶
。
謂
、
受
持
読
誦
、
修
敬
師
長
、
宣
白
請
問
、
繫
念
思
惟
、

種
種
善
品
。
非
加
行
中
所
不
応
作
。
即
如
是
作
、
為
諸
世
間
之
所
譏
毀
亦
為
貞
良
善

士
。
謂
持
律
者
之
所
訶
責
。
如
是
名
為
而
破
於
行
。「
破
於
正
見
」
者
…

(大
正
八
五
・
三
一
三
上
)

上
記
の
う
ち
、
波
線
部
は
引
用
元
の
『
瑜
伽
論
』
を
大
幅
に
要
約
し
て
引
用
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
要
約
の
仕
方
は
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
二
と
軌
を
一
に
し
て
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い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
と
慧
観
『
薬
師
経
疏
』
に
は
、
ど
ち
ら
か

が
ど
ち
ら
か
を
参
照
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
仏
地
経
論
疏
』
と
『
薬
師

経
疏
』
に
見
ら
れ
る
『
瑜
伽
論
』
の
要
約
の
一
致
に
つ
い
て
は
、
靖
邁
と
慧
観
に
先
行
す

る
第
三
者
の
著
作
を
共
通
し
て
参
照
し
て
い
る
可
能
性
や
、
現
在
は
散
逸
し
て
い
る
靖
邁

の
『
薬
師
経
疏
』
を
慧
観
が
参
照
し
た
可
能
性
な
ど
も
想
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

4

お
わ
り
に

靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
に
は
、
浄
影
寺
慧
遠
の
著
作
を
参
照
し
た
形
跡
や
、
玄
奘
門

下
で
同
時
代
の
慧
観
が
著
し
た
『
薬
師
経
疏
』
と
並
行
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
本
稿
の
検
討
の
み
を
も
っ
て
、
靖
邁
が
ど
の
よ
う
な
学
系
に
連
な
る
人
物
で
あ
る

の
か
を
早
急
に
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
仏
地
経
論
疏
』
が
玄
奘
門
下
の
中
で

参
照
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
も
っ
と
言
え
ば
、『
仏

地
経
論
疏
』
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
慧
遠
の
著
作
と
慧
観
『
薬
師
経
疏
』
以
外
に
も
並

行
関
係
が
認
め
ら
れ
る
文
献
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
。
今
後
、
そ
う
し
た
文
献
の
検

出
を
通
じ
て
検
討
を
深
め
て
い
き
た
い
。

註(1
)
慧
遠
『
観
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
「
無
明
昏
寝
、
事
等
如
睡
。
聖
慧
一
起
、
朗
然
大
悟
、

如
睡
得
寤
、
故
名
為
覚
」（
大
正
三
七
・
一
七
三
中
）
と
あ
る
。

(2
)
『仏
地
経
論
疏
』
巻
一
に
は
「
第
四
『
依
所
詮
義
』
下
、
釈
経
得
名
所
由
。
然
諸
経
得
名

種
々
不
同
。
或
従
喩
得
名
、
如
『
稲
稈
喩
経
』。
或
従
事
彰
目
、
如
『
枯
樹
経
』。
或
従
人
受
称
、

如
『
須
大
拏
経
』。
或
従
法
為
号
、
如
『
涅
槃
経
』。
或
法
喩
双
挙
、
如
『
法
華
経
』。
或
人
法

並
彰
、
如
『
勝
鬘
経
』。
或
就
所
詮
為
号
、
即
如
此
経
。
下
借
二
事
類
而
顕
之
。『
如
縁
起
経
』

者
、
謂
詮
十
二
縁
起
名
縁
起
経
。『
如
集
宝
論
』
者
、
詮
集
宝
方
法
名
『
集
宝
論
』。
此
経
亦
爾
。

詮
仏
地
功
徳
名
『
仏
地
経
』
也
」（
長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
124-130）
と
あ
る
。

(3
)
慧
遠
『
維
摩
義
記
』
巻
一
本
に
は
「
但
諸
経
立
名
不
同
乃
有
多
種
。
或
就
法
為
名
、
如

『
涅
槃
経
』『
波
若
経
』
等
。
或
就
人
為
目
、
如
『
薩
和
檀
』『
須
達
拏
』
等
。
或
就
事
立
称
、

如
『
枯
稲
芋
経
』
等
。
或
就
喩
彰
名
、
如
『
大
雲
経
』『
宝
篋
経
』
等
。
或
人
法
並
彰
、
如

『
勝
鬘
経
』
等
。
或
事
法
双
挙
、
如
彼
『
方
等
大
集
経
』
等
。
或
法
喩
俱
題
、『
華
厳
経
』『
法

華
経
』。
或
人
事
双
立
、
如
『
舎
利
弗
問
疾
経
』
等
。
如
是
非
一
」（
大
正
三
八
・
四
二
一
下
）

と
あ
り
、『
無
量
寿
経
義
疏
』
に
は
「
但
彼
諸
経
得
名
不
同
。
或
但
就
法
、
如
『
涅
槃
』
等
。

或
唯
就
人
、
如
『
提
謂
経
』『
太
子
経
』
等
。
或
単
就
事
、
如
『
枯
樹
経
』
等
。
或
偏
就
喩
、

『
大
雲
経
』『
宝
篋
経
』
等
。
或
有
就
時
、
如
『
時
非
時
経
』。
或
就
処
所
、
如
『
楞
伽
経
』『
伽

耶
山
頂
経
』
等
。
或
人
法
双
題
、
如
『
維
摩
経
』『
勝
鬘
経
』
等
。
或
事
法
並
挙
、
如
彼
『
方

等
大
集
経
』
等
。
或
法
喩
並
彰
、
如
『
華
厳
』『
法
華
経
』
等
。
或
人
法
双
挙
。
如
『
舎
利
子

問
疾
経
』
等
。
如
是
非
一
」（
大
正
三
七
・
九
一
中
）
と
あ
る
。

(4
)
『金
剛
仙
論
』
に
つ
い
て
は
、
大
竹
晋
「
金
剛
仙
論
の
成
立
問
題
」（『
仏
教
史
学
研
究
』

四
四
（
一
）、
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
を
参
照
。

(5
)
慧
観
『
薬
師
経
疏
』
に
つ
い
て
は
、
長
尾
光
恵
「
唐
代
初
期
仏
教
に
お
け
る
薬
師
信
仰
と

弥
陀
信
仰
の
交
渉
に
つ
い
て
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
八
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
。

(小
野
嶋
祥
雄
)
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三
『
仏
地
経
論
疏
』
に
見
ら
れ
る
因
明
に
つ
い
て

1

は
じ
め
に

靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
に
は
、『
仏
地
経
論
』
の
説
を
因
明
の
三
支
（
宗
・
因
・
喩
）

に
整
理
し
て
解
釈
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
因
明
は
、
玄
奘
に
よ
っ
て
『
因
明
正
理
門

論
』『
因
明
入
正
理
論
』
が
翻
訳
さ
れ
て
以
降
、
唯
識
学
派
の
人
び
と
を
中
心
に
研
鑽
が

深
め
ら
れ
て
お
り
、
靖
邁
の
『
仏
地
経
論
疏
』
も
そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
師
の
解
釈
と
の
比
較
を
通
し
て
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
の
手
始
め
と
し
て
『
仏
地
経
論
疏
』
に
お

け
る
因
明
の
用
例
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

2
『
仏
地
経
』
の
会
座
に
関
す
る
注
釈

『仏
地
経
論
』
巻
一
に
は
、『
仏
地
経
』
の
会
座
で
あ
る
「
大
宮
殿
」
に
つ
い
て
、
次
の

よ
う
な
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

如
是
浄
土
分
量
円
満
、
為
三
界
処
、
為
不
爾
耶
。「
超
過
三
界
所
行
之
処
」、
謂
、
大

宮
殿
処
所
方
域
、
超
過
三
界
所
行
之
処
。
非
如
三
界
自
地
諸
愛
執
為
己
有
、
所
縁
相

応
二
縛
随
増
。
是
彼
異
熟
及
増
上
果
。
如
是
浄
土
、
非
三
界
愛
所
執
受
故
、
離
二
縛

故
、
非
彼
異
熟
増
上
果
故
、
如
涅
槃
等
。
超
過
三
界
異
熟
果
地
。

(大
正
二
六
・
二
九
三
中
)

『仏
地
経
』
は
、
本
経
の
会
座
で
あ
る
「
大
宮
殿
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
「
三
界
の
所

行
の
処
を
超
過
」（
大
正
一
六
・
七
二
〇
中
）
し
た
処
で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
『
仏
地
経
論
』
は
、「
愛
執
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
処
で
は
な
い
」「
所
縁
縛
と
相
応
縛

の
二
縛
を
離
れ
て
い
る
」「
異
熟
果
・
増
上
果
に
よ
っ
て
受
け
る
処
で
は
な
い
」
と
い
う

三
点
を
挙
げ
、「
大
宮
殿
」
は
涅
槃
と
同
様
、
三
界
を
超
過
し
た
処
で
あ
る
と
解
釈
す
る

の
で
あ
る
。

こ
の
『
仏
地
経
論
』
の
解
釈
に
対
し
て
、『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
で
は
以
下
の
よ
う
に

注
釈
す
る
。

此
文
中
得
作
宗
因
喩
．
宗
云
三
界
是
愛
所
行
処
因
云
所
縁
相
応
二
縛
随
増
故
同
法
喩

云
如
彼
能
感
異
熟
果
法
．

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
432-434)

此
の
文
の
中
に
宗
・
因
・
喩
を
作
す
こ
と
を
得
。
宗
に
云
わ
く
、
三
界
は
是
れ
愛
の

所
行
の
処
な
る
べ
し
。
因
に
云
わ
く
、
所
縁
と
相
応
の
二
縛
の
随
増
な
る
が
故
に
。

同
法
喩
に
云
わ
く
、
彼
の
能
感
の
異
熟
果
の
法
の
如
し
。

こ
こ
で
は
、『
仏
地
経
論
』
の
説
が
宗
（
主
張
)・
因
（
理
由
)・
喩
（
喩
例
）
の
三
支
の

形
式
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
そ
の
三
支
を
示
せ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

[宗
﹈
三
界
は
是
れ
愛
の
所
行
の
処
な
る
べ
し
。

[因
﹈
所
縁
と
相
応
の
二
縛
の
随
増
な
る
が
故
に
。

[喩
﹈
彼
の
能
感
の
異
熟
果
の
法
の
如
し
。

『仏
地
経
論
疏
』
は
、
先
の
『
仏
地
経
論
』
の
説
を
承
け
て
、「
三
界
は
愛
執
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
処
で
あ
る
」
と
主
張
（
宗
）
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
（
因
）
を
「
所
縁

縛
と
相
応
縛
の
二
縛
の
随
増
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
」
と
い
い
、
そ
の
上
で
「〔
二
縛

の
随
増
で
あ
れ
ば
、
愛
執
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
処
で
あ
る
。〕
能
感
の
異
熟
果
の
よ
う

に
」
と
し
て
喩
例
（
喩
）
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、「
大
宮
殿
」
に
つ
い
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
三
支
を
用
い
た
注
釈
が
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な
さ
れ
て
い
る
。

四
明
非
成
超
中
云
有
宗
因
喩
宗
云
如
是
浄
土
超
過
三
界
所
行
之
処
因
云
非
自
地
愛
所

執
愛
故
(受
カ
)

又
離
所
縁
相
応
二
縛
随
増
故
亦
非
彼
内
報
異
熟
果
及
外
報
増
上
果
故
聞・

法
喩

云
如
涅
槃
等
．

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
434-437、（

）
内
は
筆
者
)

四
に
非
成
超
を
明
か
す
中
に
云
わ
く
、
宗
・
因
・
喩
有
り
。
宗
に
云
わ
く
、
是
の
如

き
浄
土
は
三
界
の
所
行
を
超
過
す
る
の
処
な
る
べ
し
。
因
に
云
わ
く
、
自
地
の
愛
の

所
執
の
受
に
は
非
ざ
る
が
故
に
。
又
た
、
所
縁
と
相
応
の
二
縛
の
随
増
を
離
る
る
が

故
に
。
亦
た
、
彼
の
内
報
の
異
熟
果
と
及
び
外
報
の
増
上
果
と
に
は
非
ざ
る
が
故
に
。

同
法
喩
に
云
わ
く
、
涅
槃
等
の
如
し
。

こ
こ
で
は
、
浄
土
、
つ
ま
り
「
大
宮
殿
」
が
「
三
界
を
超
過
し
た
処
で
あ
る
」
こ
と
が

主
張
（
宗
）
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
（
因
）
と
し
て
「
愛
執
に
よ
っ
て
受
け
る
処
で
は

な
い
か
ら
」「
二
縛
の
随
増
を
離
れ
て
い
る
か
ら
」「
内
報
の
異
熟
果
で
も
外
報
の
増
上
果

で
も
な
い
か
ら
」
と
い
う
三
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、「〔
愛
執
に
よ
っ
て
受

け
る
も
の
で
は
な
い
処
、
二
縛
の
随
増
を
離
れ
た
処
、
異
熟
果
で
も
増
上
果
で
も
な
い
処

は
、
三
界
を
超
過
し
た
処
で
あ
る
。〕
涅
槃
等
の
よ
う
に
」
と
し
て
喩
例
（
喩
）
が
示
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
三
支
を
別
出
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

[
宗
﹈
是
の
如
き
の
浄
土
は
三
界
の
所
行
を
超
過
す
る
の
処
な
る
べ
し
。

[因
①
﹈
自
地
の
愛
の
所
執
の
受
に
は
非
ざ
る
が
故
に
。

[因
②
﹈
所
縁
と
相
応
の
二
縛
の
随
増
を
離
る
る
が
故
に
。

[因
③
﹈
彼
の
内
報
の
異
熟
果
と
及
び
外
報
の
増
上
果
と
に
は
非
ざ
る
が
故
に
。

[
喩
﹈
涅
槃
等
の
如
し
。

さ
て
、
以
下
に
示
す
よ
う
に
、
こ
の
宗
・
因
・
喩
は
先
の
『
仏
地
経
論
』
巻
一
の
説
を
、

そ
の
ま
ま
三
支
の
形
式
に
整
理
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

如
是
浄
土
分
量
円
満
、
為
三
界
処
、
為
不
爾
耶
。「
超
過
三
界
所
行
之
処
」、
謂
、

（
宗
）
大
宮
殿
処
所
方
域
、
超
過
三
界
所
行
之
処
。
非
如
三
界
自
地
諸
愛
執
為
己
有
、

所
縁
相
応
二
縛
随
増
。
是
彼
異
熟
及
増
上
果
。
如
是
浄
土
、（
因
①
）
非
三
界
愛
所

執
受
故
、（
因
②
）
離
二
縛
故
、（
因
③
）
非
彼
異
熟
増
上
果
故
、（
喩
）
如
涅
槃
等
。

超
過
三
界
異
熟
果
地
。

(大
正
二
六
・
二
九
三
中
、（

）
内
は
筆
者
)

つ
ま
り
、『
仏
地
経
論
』
自
体
に
は
明
確
な
形
で
三
支
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
靖
邁
は
こ
れ
を
宗
・
因
・
喩
に
整
理
し
、
も
っ
て
論
意
を
明
確
に
せ
ん
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

3
『
仏
地
経
論
疏
』
に
見
ら
れ
る
論
説
の
整
理

こ
の
よ
う
な
『
仏
地
経
論
疏
』
の
傾
向
が
顕
著
な
も
の
を
、
今
一
つ
例
示
し
て
お
き
た

い
。『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
に
は
以
下
の
注
釈
が
見
ら
れ
る
。

二
若
爾
下
問
答
重
成
就
立
理
通
難
中
有
四
初
先
立
宗
浄
土
定
心
所
変
雖
有
色
等
似
十

界
相
非
十
界
摂
浄
土
定
心
所
変
是
有
法
雖
有
色
等
乃
至
非
十
界
摂
是
法
々
及
有
法
不

相
離
故
名
宗
…
…
二
立
因
云
非
諸
世
聞・

五
識
所
得
故
以
此
定
境
所
現
十
色
是
法
界
収

雖
是
無
漏
意
識
所
証
故
非
世
間
凡
夫
二
乗
五
識
所
得
三
聞・

法
喩
云
如
遍
処
等
所
縁
青

等
．

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
457-467)

二
に
「
若
爾
」
の
下
は
、
問
答
し
て
重
ね
て
立
理
・
通
難
を
成
就
す
。
中
に
四
有
り
。

初
め
に
先
ず
宗
を
立
つ
。「
浄
土
は
定
心
の
所
変
に
し
て
、
色
等
の
有
る
こ
と
十
界

の
相
に
似
る
と
雖
も
十
界
の
摂
に
は
非
ず
」
と
。「
浄
土
定
心
所
変
（
浄
土
は
定
心
の
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所
変
に
し
て
）」
と
い
う
は
是
れ
有
法
な
り
。「
雖
有
色
等
乃
至
非
十
界
摂
（
色
等
の
有

る
こ
と
十
界
の
相
に
似
る
と
雖
も
、
十
界
の
摂
に
は
非
ず
）」
と
い
う
は
是
れ
法
な
り
。

法
と
及
び
有
法
と
不
相
離
な
る
が
故
に
宗
と
名
づ
く
。
…
…
二
に
因
を
立
て
て
云
は

く
、「
諸
の
世
間
の
五
識
の
所
得
に
非
ざ
る
が
故
に
」
と
。
此
れ
定
境
所
現
の
十
色

を
以
て
是
の
法
界
に
収
む
。
是
れ
、
無
漏
の
意
識
の
証
す
る
所
な
る
が
故
に
と
雖
も
、

世
間
の
凡
夫
・
二
乗
の
五
識
の
所
得
に
は
非
ず
。
三
に
は
同
法
喩
に
云
は
く
、「
遍

処
等
の
所
縁
の
青
等
の
如
し
」
と
。

こ
こ
で
は
『
仏
地
経
論
』
の
説
が
、

[宗
﹈
浄
土
は
定
心
の
所
変
に
し
て
、
色
等
の
有
る
こ
と
十
界
の
相
に
似
る
と
雖
も

十
界
の
摂
に
は
非
ず
。

[因
﹈
諸
の
世
間
の
五
識
の
所
得
に
非
ざ
る
が
故
に
。

[喩
﹈
遍
処
等
の
所
縁
の
青
等
の
如
し
。

と
い
う
三
支
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
仏
地
経
論
』
巻
一
の
以
下
の
説
に
対

す
る
注
釈
で
あ
る
。

有
義
、（
宗
）
浄
土
定
心
所
変
、
雖
有
色
等
似
、
十
界
相
非
十
界
摂
。（
因
）
非
諸
世

間
五
識
所
得
、（
喩
）
如
遍
処
等
所
縁
青
等
。
皆
是
自
在
所
生
色
故
、
法
界
所
摂
。

是
故
、
浄
土
雖
用
色
等
為
其
体
性
、
是
無
漏
善
亦
不
相
違
。
若
爾
、
菩
薩
五
識
不
縁

受
用
土
耶
。
雖
依
彼
力
自
識
変
異
、
然
相
麁
妙
不
相
似
故
、
非
五
境
摂
。

(大
正
二
六
・
二
九
三
下
、（

）
内
は
筆
者
)

こ
の
箇
所
も
先
と
同
様
、『
仏
地
経
論
』
自
体
に
明
確
な
三
支
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
靖
邁
は
、
こ
こ
に
宗
・
因
・
喩
を
明
示
す
る
こ
と
で
、
そ
の
論
意
を
整
理

し
て
い
る
。
ま
た
、
宗
の
「
浄
土
は
定
心
の
所
変
に
し
て
、
色
等
の
有
る
こ
と
十
界
の
相

に
似
る
と
雖
も
十
界
の
摂
に
は
非
ず
」
に
つ
い
て
、
そ
の
有
法
（
＝
宗
の
前
陳
）
と
法

（
＝
宗
の
後
陳
）
の
区
分
を
明
示
し
、「
法
と
及
び
有
法
と
不
相
離
な
る
が
故
に
宗
と
名
づ

く
」
と
述
べ
る
点
な
ど
は
、
玄
奘
訳
の
『
因
明
正
理
門
論
』
を
踏
ま
え
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。4

今
後
の
課
題

と
こ
ろ
で
、『
仏
地
経
論
』
に
は
、
わ
ず
か
一
箇
所
の
み
で
は
あ
る
が
、
巻
六
に
「
因

明
論
」
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

如
実
義
者
、
彼
「
因
明
論
」
立
自
・
共
相
、
与
此
少
異
。
彼
説
一
切
法
上
実
義
皆
名

自
相
。
以
諸
法
上
自
相
共
相
、
各
附
己
体
、
不
共
他
故
。
若
分
別
心
立
一
種
類
能

詮
・
所
詮
、
通
在
諸
法
、
如
縷
貫
花
。
名
為
共
相
。
此
要
散
心
分
別
仮
立
。
是
比
量

境
。
一
切
定
心
離
此
分
別
、
皆
名
現
量
。

(大
正
二
六
・
三
一
八
中
)

如
実
義
と
は
、
彼
の
「
因
明
の
論
」
に
、
自
・
共
の
相
を
立
つ
る
こ
と
、
此
れ
と
少

し
く
異
な
れ
り
。
彼
は
一
切
法
の
上
の
実
義
を
説
き
て
皆
な
自
相
と
名
づ
く
。
諸
法

の
上
の
自
相
と
共
相
と
は
、
各
の
己
体
に
附
し
て
、
他
と
は
共
な
ら
ざ
る
を
以
て
の

故
な
り
。
若
し
分
別
心
の
一
種
類
の
能
詮
・
所
詮
を
立
つ
れ
ば
、
通
じ
て
諸
法
に
在

る
こ
と
、
縷
も
て
花
を
貫
く
が
如
し
。
名
づ
け
て
共
相
と
為
す
。
此
れ
は
要
ず
散
心

に
て
分
別
仮
立
す
。
是
れ
比
量
の
境
な
り
。
一
切
の
定
心
は
此
の
分
別
を
離
れ
、
皆

な
現
量
と
名
づ
く
。

こ
れ
は
、『
仏
地
経
』
の
「
又
た
世
界
は
大
小
輪
山
の
囲
繞
す
る
所
な
る
が
如
く
、
是

の
如
く
、
如
来
の
妙
観
察
智
は
、
愚
な
ら
ざ
る
一
切
の
自﹅

相﹅

と
共﹅

相﹅

の
囲
繞
す
る
所
な

り
」（
大
正
一
六
・
七
二
二
中
）
と
い
う
説
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。『
仏
地
経
論
』
で
は
、

『
仏
地
経
』
の
い
う
自
相
・
共
相
と
、「
因
明
の
論
」
の
い
う
自
相
・
共
相
と
の
相
違
に
つ

（ 31 ）



い
て
、『
仏
地
経
』
は
、
個
別
独
自
の
相
を
「
自
相
」、
自
相
の
有
す
る
他
と
共
通
す
る
相

を
「
共
相
」
と
説
く
が
、「
因
明
の
論
」
で
は
、「
一
切
法
の
上
の
実
義
」
を
「
自
相
」、

分
別
心
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
る
能
詮
・
所
詮
と
い
っ
た
関
係
が
諸
法
に
も
共
通
す
る
こ
と

を
「
共
相
」
と
説
く
と
い
う
。
そ
の
上
で
、「
一
切
の
定
心
は
此
の
分
別
を
離
れ
、
皆
な

現
量
と
名
づ
く
」、
つ
ま
り
、
定
心
に
お
い
て
は
あ
る
が
ま
ま
に
自
体
を
観
察
し
、
共
相

に
よ
る
推
量
（
比
量
）
を
必
要
と
し
な
い
た
め
、
一
切
を
現
量
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
、

と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
に
対
す
る
『
仏
地
経
論
疏
』
の
注
釈
が
見
当
た

ら
な
い
た
め
明
言
は
で
き
な
い
が
、『
仏
地
経
論
』
自
体
に
因
明
に
関
す
る
言
説
が
確
認

さ
れ
る
こ
と
は
、『
仏
地
経
論
疏
』
が
そ
の
注
釈
に
際
し
て
因
明
の
論
法
を
用
い
て
い
る

こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
仏
地
経
論
』
の
説
を

三
支
に
整
理
す
る
こ
と
で
論
意
を
明
瞭
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
は
、『
仏
地
経
論
疏
』
の

注
釈
の
一
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
さ
ら
に
用
例
を
検
出
し
そ

の
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

(吉
田
慈
順
)

四

靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
の
「
三
蔵
云
」
に
つ
い
て

1
「
三
蔵
云
」
に
つ
い
て

靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
に
は
、「
三
蔵
云
」
と
の
み
記
し
て
、
玄
奘
の

口
述
と
推
測
さ
れ
る
文
言
が
少
な
く
と
も
四
カ
所
あ
る
。
靖
邁
は
『
般
若
波
羅
蜜
多
心
経

疏
』
で
も
一
カ
所
「
三
蔵
云
」（
新
纂
続
蔵
二
六
・
六
〇
〇
中
）
と
記
す
例
が
あ
る
の
で
、

靖
邁
の
著
述
の
一
傾
向
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
玄
奘
の
口
述
と
推
測
さ
れ
る
文
言
を
「
三
蔵
云
」
と
し
て
引
用
す
る
事
例
は

他
に
も
あ
る
。
玄
奘
や
玄
奘
の
弟
子
（
例
え
ば
基
）
と
同
年
代
の
事
例
を
あ
げ
る
と
以
下

の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、
玄
奘
と
同
年
代
の
事
例
と
し
て
は
、
道
宣
（
五
九
六
袞
六
六
七
）
と
円
測
（
六
一

三
袞
六
九
六
）、
少
し
遅
れ
る
が
、
法
宝
（
六
二
七
頃
袞
七
〇
六
〜
七
一
〇
頃
）
が
あ
げ
ら
れ

る
。道

宣
は
『
四
分
律
刪
繁
補
闕
行
事
鈔
』
に
お
い
て
、
玄
奘
の
口
述
と
さ
れ
る
文
言
に
つ

い
て
「
翻
経
三
蔵
云
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
が
一
カ
所
み
ら
れ
る
。

円
測
は
『
解
深
密
経
疏
』
に
お
い
て
、
主
に
「
真
諦
三
蔵
云
」
と
対
比
す
る
形
で
「
大

唐
三
蔵
云
」
と
表
記
す
る
。
こ
れ
が
六
カ
所
あ
る
。
こ
の
「
大
唐
三
蔵
」
は
法
宝
も
用
い

て
お
り
、『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
に
一
カ
所
「
大
唐
三
蔵
釈
云
」（
巻
五
・
247
[浅
田
正
博

「
新
資
料
・
法
宝
撰
『
一
乗
仏
性
究
竟
論
』
巻
第
四
・
巻
第
五
の
両
巻
に
つ
い
て
」『
仏
教
文
化
研

究
所
紀
要
』
二
五
、
一
九
八
六
年
﹈）
と
あ
る
。

ま
た
、
円
測
は
『
仁
王
経
疏
』
で
は
「
慈
恩
三
蔵
云
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
が
二
カ
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所
あ
る
。
な
お
、
不
空
（
七
〇
五
袞
七
七
四
）
の
訳
場
に
参
加
し
た
良
賁
（
七
一
七
袞
七
七

七
）
の
『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
疏
』
や
法
崇
『
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
教
跡
義
記
』

（
八
〇
〇
年
頃
）
は
、
こ
の
「
慈
恩
三
蔵
」
を
継
承
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
玄
奘
と
同
年
代
の
道
宣
と
円
測
、
法
宝
に
お
い
て
は
、「
真
諦
三
蔵
」
な

ど
の
他
の
三
蔵
と
区
別
す
る
た
め
、「
○
○
三
蔵
」
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

次
に
、
玄
奘
門
下
と
同
年
代
の
事
例
と
し
て
は
、
法
蔵
（
六
四
三
袞
七
一
二
）
と
慧
沼

（
六
四
八
か
六
五
〇
袞
七
一
四
）、
少
し
遅
れ
る
が
遁
倫
（
道
倫
。
六
六
〇
袞
七
三
〇
頃
、
六
五

〇
袞
六
・
七
〇
年
と
の
説
も
あ
る
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

法
蔵
は
『
華
厳
経
探
玄
記
』
巻
一
二
と
『
大
乗
法
界
無
差
別
論
疏
』
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
一
カ
所
、
慧
沼
は
『
成
唯
識
論
了
義
灯
』
に
お
い
て
二
カ
所
、「
三
蔵
云
」
と
記
し
て

い
る
。

遁
倫
『
瑜
伽
論
記
』
で
は
「
三
蔵
云
」
が
頻
出
す
る
。
ち
な
み
に
、
少
し
時
代
は
下
る

が
太
賢
（
大
賢
。
？
袞
七
五
三
袞
七
七
四
袞
？
）『
成
唯
識
論
学
記
』
も
「
三
蔵
云
」
を
頻
繁

に
用
い
る
。

こ
の
よ
う
に
玄
奘
門
下
と
同
年
代
で
は
、
玄
奘
に
つ
い
て
は
「
三
蔵
」、
他
の
三
蔵
は

「
○
○
三
蔵
」
と
記
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
玄
奘
を
「
三
蔵
」
と
の
み
記
す
靖

邁
は
、
こ
の
場
合
、
玄
奘
門
下
と
同
年
代
に
分
類
さ
れ
る
。

2
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
の
「
三
蔵
云
」
の
事
例

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
巻
一
・
二
・
六
に
は
、「
三
蔵
云
」

と
記
す
事
例
が
四
カ
所
あ
る
。

①
煩
悩
為
「
二
縛
随
増
」。
旧
云
縁
使
、
相
応
使
。
三
蔵
云
、
梵
語
令
無
此
名
使
者
自

是
種
子
義
。
今
弁
二
随
増
乃
是
現
起
故
、
不
取
旧
名
也
。

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
429-430)

②
本
有
始
熏
。
三
蔵
云
、
印
度
諸
師
有
三
説
不
同
。
一
護
月
菩
薩
等
師
相
承
云
…
（
以

下
、「
二
護
法
菩
薩
等
…
三
勝
軍
居
士
等
…
」）

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
〇
﹈
の
553)

③
三
蔵
云
、
此
師
依
世
親
菩
薩
十
二
因
縁
論
云
無
明
遍
通
三
性
。
故
作
此
釈
。

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
221-222
[巻
六
﹈)

④
二
讃
仏
論
説
、
如
来
法
身
無
生
滅
故
。
三
蔵
云
、
讃
仏
論
是
無
着
菩
薩
造
。

(長
谷
川
ほ
か
﹇
二
〇
二
二
﹈
の
512-513
[巻
六
﹈)

こ
の
う
ち
①
は
梵
語
に
対
す
る
従
来
の
訳
の
修
正
、
②
は
イ
ン
ド
諸
師
の
学
説
の
列
挙
、

③
④
は
『
仏
地
経
論
』
本
文
の
論
拠
と
な
る
具
体
的
な
著
者
と
著
者
名
を
そ
の
内
容
と
し

て
い
る
。

こ
こ
で
は
④
の
「
讃
仏
論
是
無
着
菩
薩
造
」
に
注
目
し
て
み
た
い
。
な
ぜ
な
ら
玄
奘
や

玄
奘
門
下
と
同
年
代
の
人
物
の
著
作
で
、
そ
の
実
態
が
不
明
な
『
讃
仏
論
』
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
著
者
名
を
「
無
着
菩
薩
造
」
と
記
す
の
は
、
靖
邁
の
み
だ
か
ら
で
あ
る
。

3
「
無
着
」
造
『
讃
仏
論
』

玄
奘
が
自
ら
の
訳
書
中
で
『
讃
仏
論
』
に
言
及
す
る
の
は
、
親
光
菩
薩
等
造
『
仏
地
経

論
』（
六
四
九
年
十
一
月
二
十
四
日
訳
出
）
と
最
勝
子
等
諸
菩
薩
造
『
瑜
伽
師
地
論
釈
』（
六

五
〇
年
二
月
一
日
訳
出
）
の
以
下
の
部
分
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
合
糅
訳
で
あ
る
が
、
具
体
的

な
著
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

①
親
光
菩
薩
等
造
『
仏
地
経
論
』
巻
七
（
大
正
二
六
・
三
二
六
上
）

有
義
初
一
摂
自
性
身
。
四
智
自
性
相
応
共
有
。
及
為
地
上
菩
薩
所
現
一
分
細
相
、
摂

受
用
身
。
若
為
地
前
諸
菩
薩
等
所
現
一
分
麁
相
化
用
、
摂
変
化
身
。
諸
経
皆
説
、
清
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浄
真
如
為
法
身
故
。
讃
仏
論
説
、
如
来
法
身
無
生
滅
故
。
荘
厳
論
説
、
仏
自
性
身
本

性
常
故
。

②
最
勝
子
等
諸
菩
薩
造
『
瑜
伽
師
地
論
釈
』（
大
正
三
〇
・
八
八
四
下
）

讃
仏
論
説
、
三
身
三
徳
皆
是
瑜
伽
。
一
切
果
徳
不
相
離
故
。

こ
れ
ら
『
讃
仏
論
』
に
言
及
す
る
部
分
は
、
玄
奘
が
論
文
に
対
し
て
自
説
を
展
開
す
る

に
あ
た
り
、
複
数
の
典
拠
を
引
い
て
、
い
わ
ば
会
通
的
に
論
証
す
る
部
分
に
あ
た
る
。
な

お
、
①
は
先
に
靖
邁
が
「
三
蔵
云
讃
仏
論
是
無
着
菩
薩
造
」
と
し
て
い
た
部
分
と
対
応
す

る
。こ

の
玄
奘
が
指
示
す
る
『
讃
仏
論
』
を
受
け
て
、
円
測
『
仏
説
般
若
波
羅
蜜
多
心
経

賛
』
や
基
『
成
唯
識
論
述
記
』『
大
乗
法
苑
義
林
章
』『
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
述
記
』、

多
く
の
「
三
蔵
云
」
を
引
用
す
る
遁
倫
『
瑜
伽
論
記
』
も
『
讃
仏
論
』
を
引
く
が
、
著
者

名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
智
周
（
六
七
七
袞
七
三
三
）『
大
乗
入
道
次
第
』
も
同

様
で
あ
る
。

例
え
ば
、
基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
七
（
大
正
四
五
・
三
五
九
下
）
で
は
、

讃
仏
論
説
。
仏
自
性
身
無
生
滅
故
。
無
著
金
剛
般
若
論
説
。
受
持
演
説
彼
経
功
徳
。

と
述
べ
、『
讃
仏
論
』
の
著
者
に
は
言
及
せ
ず
、
次
の
『
金
剛
般
若
論
』
に
は
「
無
著
」

を
付
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
玄
奘
や
玄
奘
門
下
と
同
年
代
の
人
物
の
著
作
の
中
で
、『
讃
仏
論
』
の

著
者
を
「
三
蔵
云
」
と
し
て
「
無
着
菩
薩
造
」
と
具
体
的
に
示
す
の
は
、
靖
邁
『
仏
地
経

論
疏
』
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
玄
奘
の
口
述
と
推
測
さ
れ
る
「
三
蔵
云
」
と
し
て
『
讃
仏
論
』
の
著
者
を

「
無
着
」
と
す
る
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
の
影
響
が
み
ら
れ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
靖
邁
と

直
接
接
触
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
如
理
（
智
周
の
弟
子
）『
成
唯
識
論
疏
義
演
』
と
、
太
賢

『
成
唯
識
論
学
記
』
で
あ
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
「
三
蔵
云
」
と
は
明
記
し
な
い
。

・
如
理
集
『
成
唯
識
論
疏
義
演
』
巻
一
三
本
（
新
纂
続
蔵
四
九
・
八
九
七
中
）

仏
地
云
讃
仏
論
説
者
、
如
仏
地
第
七
引
、
讃
仏
論
証
仏
法
身
無
生
無
過
。
其
讃
仏
論

是
無
着
所
造
。

・
太
賢
集
『
成
唯
識
論
学
記
』
巻
七
（
新
纂
続
蔵
五
〇
・
一
二
六
上
）

無
著
所
造
讃
仏
論
云
、
法
身
無
生
滅
故
。
解
深
密
亦
爾
。
世
親
金
剛
般
若
論
云
、
証

因
得
故
。
摂
大
乗
云
、
諸
仏
所
依
法
身
無
別
。
仏
地
経
云
、
猶
若
虚
空
。

4

今
後
の
課
題

こ
れ
ま
で
靖
邁
『
仏
地
経
論
疏
』
の
「
三
蔵
云
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
玄
奘
を
「
三

蔵
」
と
の
み
記
す
靖
邁
は
、
玄
奘
門
下
と
同
年
代
に
分
類
で
き
る
が
、「
三
蔵
云
」
や
他

の
指
示
（
例
え
ば
「
奘
曰
」「
遍
学
三
蔵
」
な
ど
）
の
も
と
に
記
さ
れ
る
玄
奘
の
口
述
内
容
の

分
析
や
諸
師
の
相
関
な
ど
も
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
新
発
見
の
書
や
逸
文
な
ど

も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
玄
奘
の
口
述
の
抽
出
が
進
め
ば
、
玄
奘

の
口
述
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
三
蔵
云
」
等
と
記
さ
ず
に
、
自
ら
の
著
作
に
反
映
し
て

い
る
諸
師
の
意
図
や
、
玄
奘
の
教
学
的
特
徴
が
よ
り
明
確
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
玄
奘
や
玄
奘
門
下
と
同
年
代
で
、
靖
邁
の
み
が
「
三
蔵
云
」
と
し
て
『
讃
仏

論
』
の
著
者
を
「
無
着
」
と
し
て
い
る
こ
と
、
加
え
て
玄
奘
の
口
述
や
靖
邁
『
仏
地
経
論

疏
』
を
同
時
代
的
に
知
り
得
た
諸
師
が
『
讃
仏
論
』
の
著
者
を
記
さ
な
い
理
由
、『
讃
仏

論
』
の
著
者
を
「
無
着
（
無
著
）」
と
す
る
記
述
が
、
後
（
お
そ
ら
く
靖
邁
没
後
）
に
な
っ

て
再
度
現
れ
る
背
景
な
ど
も
今
後
の
課
題
と
な
る
。

(長
谷
川
岳
史
)
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